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W66a 気球搭載遠赤外線干渉計FITE：極低温光学系の開発
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現在我々は、気球搭載遠赤外線干渉計（Far-Infrared Interferometric Telescope Experiment:FITE）に搭載する
極低温光学系の開発を行っている。FITEは、世界で初めて干渉計を採用した気球搭載用の遠赤外線望遠鏡で、極
低温光学系 (F/90)はその心臓部を担っている。
極低温光学系は、その焦点面に、FITEの３つの検出器、遠赤外線検出器（λ = 155 µm、∆λ = 10 µm)、中間赤

外線検出器（λ = 15 µm、∆λ = 2 µm）、可視 CCDカメラを搭載する。そのため、光学系には２つのビームスプ
リッター (サファイア、CsI)を搭載する。赤外線検出器に対するノイズを抑制するため、光学系と赤外線検出器は
クライオスタット内に設置し、1.6Kまで冷却する。可視CCDカメラはクライオスタットの外壁に搭載する。冷却
収縮の影響を排除するために、鏡を含むほとんどの部品を金属製にし、なるべく一体型で製作した。この光学系は
２光束を結像する設計になっており、光学系内部には、各光束を選択的に撮像するためのシャッターホイールを搭
載する。以上の内部構造を持つ光学系全体は、赤外線検出器のノイズに対するシールドで覆われている。
クライオスタットも独自に開発している。内部のヘリウムタンクの容量は約 25リットルで、タンク減圧後の極

低温維持時間は、約 20時間である。これは、我々が必要とする観測時間を十分カバーする見込みである。


